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第1圃宇宙開発委員会（定例会議）　　　　一一

　　　議事　次　第　　臨

’招和5ら2年1月5三三・時45分一

’宇宙同委三会三

三騨二四㈱長代聯名について

　　委1「一1　第29回宇宙協発委員会く定佛三三）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委1」ユ唾

　　　’第2講論轡今議）
　　　　　1．　　　　　　　　　　　　’

出時昭和51年12月15晦・，・’

5　議煙

　　’（1）昭和5，1年度1～2月期におけるロケット及び人土衛星

　　　の打上げ緬につφて，，　一

　　（多）その他，一、・

4．資料

　　委’2ウー1第28回宇駅子翻会（定例会三三鮨、．

　　委29－2SErノ「トK一％612㈱51年騨次繍
　　　　　　　　前ツ嘆騨酪要職
　　　　　　　　SE忌ノート『K一三5　k一％58化よる襯

　　　　　　　　rESノ＝ドk一漁514　M－5H－1號の麹

　　委29「3ド画ラ鰐徹よる撚漁衛星瞳打上げ
　　　　　　　　及鎚跡醐計礁．

　　魏9－4M妙ト碍謙よる賄試麟三型の打上
　　　　　　　　げ及び追跡管制化ついて

　　委29二5．脚51年脚㌍’2肺・妨ツト打坦計画日轍

．5・出儲　　　　　　　　　
’

　　．宇宙開発委員会委員長代理　　　　　　細’島・　　毅

　　　　　”　’委．員　　・　吉識雅夫．

　字宙開発委員会委員

　　　　〃　　　　　　　　　　〃

説明者

鯨太学宇臨空研究所籔
　　　　”　　．　　　　　　〃
、

宇宙同業団麟長
　　　　〃　　　　打上管制部長

関係管庁糖員等

科学摘土研難整壁
　　　　〃　　官房参事官

三一輔国際穂綿官．

　連曲省大臣官房参事’巨

　　　　　　　　　　　　　　　　　、㌦

　　〃気象聯郷長

　　〃海上細編擁長

　郵政省竃波監理局舞議官

建設歓鮨厳術参難

　郵政告電波監理局

　　　　〃
　東京大学宇宙航空i研1究所　　　。

‘八　藤　策　禧

斎1藤成文

森　・　大吉三

野　村’民’也

美浦陽再
村尾．忠難

・園山重’・道

佐倍・宗治
沢　田　　　徹

り（代理：大坂）’

沼　越　達’．也

　（♂〃’：右手匠）

宇澆木　　巌

　（　〃：高谷）

鈴　木　　　：登

　（．〃：佐藤）

門　田　’　博・

　　　　ボ　　（　〃：饗）

細　川　弥　重

　（　〃：馬場）

柚　　忠興‘

’安　成　知・文

萩　元　春雄
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　　宇宙開発事業団試験衛星設計グループ田

　　　　　　　一ゴ　　蒜括即発部員

　　　　〃・　　　　　　　　　　　　　　　癒・

　　　　／’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久

　　　　”　、　　　　　　　　　　　　　飯

　事務局　　　ぐ

　　科学技術庁研究調整局宇宙企画課長　　　伊

　　．　　／・　’　　　宇宙園際課長

　　　　．『”　　　　一宇宙開発課長　　　雨

6議事要旨　　
（1）

　打上げ計画について

　　①東京大学関係　’　　’’
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昭和51年度1～2月期に器けるロケット及び人工衛星の1縞、

　　　東京大学宇宙航空研究所森大吉郎教授及び野村民也教授

　　から資料委2ヴー2に基づいて説明が行われたのち、以下ゴニ，

　　の質疑応答が行われ＼計画が了承された。’

吉識：キ’ツタモータはく衛星の向きを変えてから点火するのか。

森：始めから加速する方向に回けてある6

野村：一SE旬「トK畷ち15第頂2テ指を隣外回では可視

　　球に比べて銀河系のちり等による散乱が非常に：少ないため

　　に」と訂正していただきたい。

細島ゴ試験鋳星の追跡を米困に依頼してあるのか。

野村＝’NASAと交渉中である・：有値だが・了承してくれる見

　　込みである。

　②・字宙開発転業団関係’．

　　　宇帥腕蝶団鰍醐恵副懸叫び村駝勲上管制
一　部長から資料委29一．5及び4に茶ついて融明が行われたの

　　ち・腿下の質疑応答声行われ》斎醐が了承された・

編：N’・ケット碍機はパー，キシグ軌道を購繭さず償ぐ¢

　　．に・トラジスフテ勒道へ入れるめか。
　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

松浦・その勘である・しかし第2段はパーキ≧グ軌這を回るqb・

　　ことになる。

鵜打上腋ぴ醗制のソフトウエア際してい鱒・ッ
　ゴ信頼性はどの程度か。　　　　　0・

松浦、ソフトウエアは寒成しており、現在は訂練を行っている。

　　9台目ケットの打上げ成功率は80％以上でありこれは前回と

　　，同様である・’．曽．　－㌔　’．・　　∫

隷：MT－135はNワケツ．．ト5号騰篤行経路四魔るた

　　ギ）の気象データ取得が目的ということだが、そのためにはN

　　ロケットの批げ前後にM加ケットを栃‡げるべきでば鷺
　　ないか。

松浦ヒ前後に行うこ．とが望ましいが、現在の状況ではむずか、しい。

八藤：珂士ロケット，の打上げによって’得た気象データはどんな価，す

　　値があるのか。

松浦：軌道がアブノーマルになった時の飛行経路の解析に役立っ．

八齢ζうしてもやる必琴のあるも倣ら・打上げの巖唖づ

　　けて行うべきではないか。
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